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〈令和５年度スローガン〉

会長　村井　宝史

　今年度、事業企画委員
会では４月に総会後懇親
会、８月に蔣淵での家族
交流会、11月に袋町商
店街で食１グランプリを
行いました。
　私は経験不足を感じる
事が多々ありましたが沖
副会長を初め、経験豊富

な委員メンバーに支えられて、各事業を無事
実施する事が出来ました。
　特に袋町商店街や多くの方が関わる食１グ
ランプリでは、事業計画から準備、事前事業
の開催、そして当日の運営まで、その活動は
困難を極めましたがコンテストでは素晴らし
い作品の応募が多数あり、またイベント当日
には多くの方に来場いただいて大盛況に実施
する事ができました。コンテストに参加した
学生や来場者の笑顔を見られた事で苦労して
準備してよかったと得難い経験が出来ました。
　今回、ご協力いただいた関係者の皆様に感
謝致しますとともに、次年度以降も継続する
食１グランプリと今後のYEG活動の成功を祈
りたいと思います。
　１年間ありがとうございました。

事業企画委員会　委員長　岩井　信二

　１年間お
疲れ様でし
た！
　オールカ
マーフェス
タに愛媛マ
ンダリンパ
イレーツ野

球教室と、多くの人に支えられ
助けられた１年間でした。
　経験も浅く人付き合いも苦手
な僕の下で動いてくれた委員会
メンバーには感謝しかありませ
ん。本当にありがとうございま
した。
　この記事を書いている間にも
皆さん次年度への準備を始めて
　いるところだと思います。
今からは委員長として学んだこ
とを次の委員長を支えることで
返していきたいと思います。
会員広報委員会　委員長　中澤　孝太

　初めての委員
長を受けてみて
わかったことは、
周 り の 皆 の サ
ポートがなけれ
ばできないこと
ばかりだというこ
とでした。資料
を作ることは一

人でできてもそれを具現化し実行す
るには仲間が必要で、実行した後も
結果どうなったのかたくさんの意見
からまとめ、未来の青年部に繋ぐこと
の大切さを学びました。これらのこと
は仕事を通じて理解していたつもり
でしたが改めて考えることのできた１
年間でした。
　令和５年度の総務委員会は新入会
員が多くなりましたが、いやな顔一つ
せず皆が役割を引き受けてくれて助
け、支えてくれて例会・夜市・観月会
の運営を実行することができました、
メンバーの皆ありがとうございまし
た。楽しい一年間でした‼委員長受け
るのも悪くないなと思いました‼

総務委員会　委員長　辻　　俊光

～ 委 員 長 挨 拶 ～

１年を振り返って
　まずは、青年部活動にご理解ご協力をいただき誠にありがとうございます。時が過ぎるの
は早いものであっという間の１年間でした。（４月総会までは長く感じました。）
　オールカマーフェスタとうわじま食-1グランプリは、昨年から受け継いだ大きな地域事業
が２回目ということでさらに磨きがかかり、集客も増加しイベントとして盛り上がりました。
もちろん、その他の事業でも例年に縛られない新しいやり方は今後の可能性として「やりた
い事」の幅が広がるのではと思っています。今年度、私が会長をやっていけたのも、各事業
を行えてきたのも、青年部会員の協力あってのことです。委員長を始め会員の皆さま、１年間、
お疲れさまです。本当に「感謝」の気持ちでいっぱいであります。また、何かありましたら、
思い出してください『～熱くなれ冷静に～』を。♪
　最後になりますが１年間支えていただき本当にありがとうございました。
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令和６年３月８日㈮
　愛媛県商工会議所青年部連合会　第５回理事会：村井、井上、辻、伊井
　愛媛県商工会議所青年部連合会　第６回未来委員会：金谷、木原、髙橋

令和６年３月15日㈮・16日㈯
　第43回全国大会加賀能登の國いしかわ小松大会：村井

出 向 情 報出 向 情 報

１月臨時会員総会報告

津島中学校職業講話報告
　２月９日 ５名で津島中学校にて､ 職業講話をしてきました。
　私自身､ 講話をする機会がなく初めてで成功するか緊張していまし
たが､ 生徒の皆さんが意欲的に質問してくれたり聞いて下さったおか
げで想像していた以上に成功した講話になったと思いました。
　今回の講話を受けて､ 少しでも多くの生徒が夢を持ってくれたら嬉
しいなと思いました。また同じような機会があれば是非参加したいと
思います。

総務委員会　中村　　紬

　今回の臨時会員総会では以下のことが決定しました。
①規約の一部改正
　経営者、その後継者及び従業員で満49才以下の者
②内規の一部改正
　【会 長 資 格】47才以下
　【卒業者資格】 45才以上、49才以下の者は、前年度の１月末までに会長に卒業届を提出
　また令和６年度の新役員が発表されました。
　これからも宇和島ＹＥＧが活躍することを願っています。

副専務　田中　秀忠

　12月21日委員会アワーにて(株)宇和島プロジェクトより木和田権一様をお招きし、貴重な講演をして頂きまし
た。特に興味深かったのは、現在の宇和島プロジェクト様の活動内容や今後のビジョンなどの内容ではなく、木
和田社長が宇和島プロジェクトを立ち上げるまでの困難や試練などを包み隠さず話して頂きました。失敗談も含
めて普段は話せないことなどあるはずですが、これから宇和島の経済を担っていくＹＥＧメンバーにだからこそ
話して頂けたのだと嬉しく思いました。またＹＥＧに所属している宇和島プロジェクトの西島君も木和田社長の
講演を是非たくさんのメンバーに聞いてもらおうと案内チラシを独自で作成されていました。そんな社員からも
愛される木和田社長と共に宇和島を盛り上げられるよう頑張っていきたいです。

総務委員会　金谷 龍治

新年賀詞交歓会
　１月４日㈭に宇和島商工会議所主催の
賀詞交勧会が開催され村井会長以下５人
で参加してきました。
　宇和島市長をはじめとする行政関係の
方、国・県・市の議員の方、金融機関の方、
宇和島市の各高校の校長先生、さまざま
な会社の代表の方などの多くの皆さんが
参加されていました。
　はじめに令和６年能登半島地震で亡く
なられた方々に黙祷をささげ有間会頭、
岡原市長、来賓の皆さんの挨拶が行われ
ました。その後お茶で乾杯をして様々な
方との名刺交換を行いました。
　多くの方と名刺交換を行える機会のた
め是非皆さんも参加してみてください。

副会長　井上　和也

西条YEG交流会報告
　西条YEGとの交流会に参
加してきました。
　交流会では宇和島・西条
YEGともに楽しく過ごすこ
とが出来ました。
　他単会と交流することに
よって、色々なお話しなど
が聞けて本当に勉強にもな
りました。
　来年度は西条の地に宇和
島YEGが行く予定なので、
来年も楽しく皆んなで盛り
がって行きましょう！

監事　兵頭　信哉

第43回全国大会報告

　第43回全国大会「加賀能登の國いし
かわ小松大会」にオンライン（メタバー
ス）参加してきました。会員総会は、
zoomでの参加。いろんな人の挨拶を聞
いていると、１年間の会長としての思い
が込み上げてきました。
　また、メタバースの事、何もわからず
の初挑戦。試行錯誤しながらですが、ど
うにか仮想空間に入ることができまし
た。ゲーム感覚なのかな。なかなか操作
になれないですが、初めてのことは、やっ
てみないとわからないですし、良い経験
となりました。来年は福岡県久留米市
での開催となっています。時期も２月と
なってます。都合のつく方は是非、ご参
加ください。

会長　村井　宝史

２月委員会アワー報告
　自衛隊松
山駐屯地より
細川司令、防
衛協会より永
田会長をはじ
めたくさんの
方に参加い
ただき南海ト

ラフ地震の防災対策について講和して
いただきました。
　冒頭では自衛隊の災害派遣の目安
や出動までの流れなどを教えていただ
き、裏話などを交えながらお話しをし
ていただきました。次に南海トラフ地
震への対策や備えでは、まず身の安全
の確保、火の元の確認など自分の命を
第一に考えること、そして自衛隊が来
た時には家屋倒壊などの情報を共有す
るなど細かく教えていただきました。
　今回講話していただきました内容を
もとに南海トラフ地震への備えしてい
きたいと思います。

会員広報委員会　山田　祥平

各 種 報 告

12月委員会アワー　商工会議所副会頭木和田 権一様による講演会
㈱宇和島プロジェクトの成長とその舞台裏 ココだけの話…セミナー


